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ll i仁工ントラント里 '空 胴 里 長 器 を 用 いた加混
装置U)基礎実 験
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RF加温装置の問題 点 を 述 べ 予 1)エソトラソト型空洞

共振器を用いた加温装置の理論的特性を論じ比較する.

電界分布について理論と実験の良い一致を示す.実験装

置を紹介し リエントラント塾空洞共振器の内部構造を

示す.直径 17cm,高さ6.5cm の TX150ファントム

を用いた受験結果について,サ--モカメラによる温度分

布を中心部横断面,縦断面共に幾つか紹介する.中心部

の温度が欄間に比べて10-20℃高い.高温部の集中度は

狭いものから広いものに迄各種存在する.次ぎに,ファ

イバ-温度計による温度分布と時間的経過について屯嘉

一~ト 温度は時間しリt,I-に直線的∴ 卜付し.100＼＼',11分加

温で中心の温度は20℃以上高くなる.周鞘の温度上昇は

約10℃である.非常に効率が良く,電力が集中されてい

ることが労る.実験結果は理論とは完全には-一致 しない

が,理論で予測された深部餐車加温の可能性は実証され

た｡今後むっとも大型の物体を加温出来るようにLたい.

望)ハ ムスタ-可移植性頬粘膜癌に対する
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ハムスタ-移植頬粘膜癌 (長径約8mm,偏平上皮癌)

iこ対し,Ⅰミr/反復加配 トl二汀.LIO分.遇2回計 11回,10

匹)を行い,経目的に腰痛体積の変化,頚部リソバ節転

移 (移植後8週)について,額処置群 H0匹),Sham

実験群 (温度センサ一利Åのみ複軌 10匹)を対照とし

て病理組織学的に検討した.結果:1.原発旺喝体精ハ

変化.無処理群,Sham実験群が指数関数的に増大す

るし')i･こ対し.加温_群は仝例明か吊督殖抑制Ii-:認1-里J_.再

後置で加温後塵癌は肉眼取 病理組織学的に消失したが,

337

(‖町 こ加 温 終 丁後Trl=よ叫rj:増殖した∴1.軸部りン
ぺ節転移に-.-し､て.転移陽性は, 無処告別洋と)匹.shilm
I_il験群1川IL._;こ対し.加渥群5匹.多発性 LL)-;lf粧 転
移汗,無処置群～=rLL_.ShこIm 雫験群⊥lllt:_.加渥群 1匹,
両側性転移は.無処置群2匹,Shmll 縛̀も群 1匹.加
温群oETL'.と加温群は町L-かi･-.転移か抑制さ′ナ豆二.病理組
織学的をこぼ節外型が 3辞典に半数を占めた.

3､L,シスフラチ ン封 入熱 感,封 隼rJホゾ-ム上局所

混熟療法にtLろ杭 陣 鳴 功黒

筆意 瑞琵 ;蔑葦 窪讐 爾 志謂 研究所)

目的 :鹿癌-のタ-ツゲテ pfソダを 目指して作製され

たシスプラチン封入勲感受性 1月 ミゾ- ム (CDDPも豆p)

と局所混熱墳沃 (ト1′rlr_.日用亨･用効果(!/:.-1JrL,-く脳腫

慶の皮下移植モデルを履いて検討 した. 方法 :CDDP-

Lipは射℃以上で CDDPを放出する.RSVg且iomaを

('3rll･lt､I-､小 一･人ハ大腿皮friI_移植した後.Control.H√r

トlこrt＼ GOIllil1㌦ Cl)川JL･1.6!Lgi,＼.Cl)i)1)-LipL･1.(i

.'EL.七㌦ CI二)1)I)+rl'l',Cl)l)I)-Lip十IITハ6群に分け治

療を行なった甲薬剤は尾静脈より授与し引き続きwater

b離hをこより HT を行なった.その後,経略約に腫藤

の大きさを計測し,growthcurveから各治療群の抗藤

藤効果を比較検討した. また厳痴組織内 CDDP 渡渡

(治療後 且40分迄)についても比較検討した.結果 :C吏}

L豆p+flT では相乗的な餅周効果が得られた. また願癌

組織Fl,ieDt)I)濃度乱 しー1)r)I)+r-1rrてく､川根こ比し高濃

度に維持された.結語 :し'1_)1)I)ll,巾一十汀1､併用療法L')有

用性が示唆された.

射 温熱療法が泰効 した遷行男因襲癌の 且例

器量 芸撃…買蓋 鷺蔓 喘 謡 論 叢)

症例は58才,男.昭和63年 且月表季肋部痛離乳 某病

院にて胆療切除術を施行,胆嚢頚部に挺指頭太の慮療あ

･r),.渚検夜にて阻喪癌 (.Sl;lgt1TVlと診断. 1ケ月後広

汎園部滴目的に再開腐行恥うも,既に切除不能であった虫

昭和63年i臓 薬療出現.肝門部贋癌で左右肝管は分断

肝内胆管(･T)拡張を認ム㍉し 平成元年1月23u 当 村-転医.

量れ 白色便.肝瞳大和 ).T.Bil3.7mg.(ll.AIJl'
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